



























熊 野 道 子
要約：本研究の目的は，乳幼児の父母を対象として，子ども誕生後の生きがい感の変化と，その
要因を生きがい感に対する考え方と生きがい感に至るプロセスの観点から明らかにすることであ
















































































































web 調査を 2013年 8月に実施した。協力者
は就学前の子どものいる親 859名（父親





















































































































































































































































































































































































































































































































まとめる coding を行った（Table 5）。Ta-
ble 5には最終的に 20人以上に出現した
coding のみを記している。100人以上に出





Table 5 「10点満点の生きがい感」の記述内容に対する coding と出現人数





























































































































家族 or 家庭 or 家
できる or 出来る or 可能
自分 or 自身 or 自己
子ども or 子供 or こども or 子
仕事 or 働く or キャリア or 職業
お金 or 金銭 or 経済 or 収入 or 家計 or 給与 or 給料 or 金 or 裕福
生活 or 暮らし or 私生活
感じる or 実感
毎日 or 日々
健康 or 病気 or 健やか or 元気
楽しい or 楽しむ or 楽しみ or 楽しめる or たのしい









余裕 or ゆとり or 余暇
幸せ or 幸福
生きる
子育て or 育てる or 育つ or 育児
好き or 大好き
今 or 現在 or いま
必要







夫 or 主人 or 旦那 or 妻 or 嫁
目標 or 目的 or 夢
笑顔 or 笑う
努力 or 一生懸命 or 苦労 or 全力
満点
一緒 or 共に or 共有
注 1）n は，出現人数のカウントであり，1人で 2回以上のカウントはしていない。
注 2）割合は，全協力者 859人に対する n（出現人数）の割合を示す。
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Figure 2 「10点満点の生きがい感」の coding に対する階層的クラスター分析（ward 法）によるデ
ンドログラム

























Table 6 「10点満点の生きがい感」の各クラスターにおける 4群別の出現人数





























































































































































































（2,206）＝3.3, p＜.05, η2＝.031），Tukey の
HSD 検定により上昇群は低下群と比べ有意
に高かった（生きがい感上昇群 4.37，変化
























は，Tukey の HSD 検定により，生きがい
感低下群は上昇群や変化なし群と比べ有意に
低かった（生きがい感上昇群 4.18，変化な
し群 4.25，低下群 3.68, p＜.05）。ポジティ
ブ状況の没頭は，Tukey の HSD 検定によ
り，生きがい感低下群は変化なし群と比べ有
意に低かった（生きがい感上昇群 3.62，変



























































































































































01_honpen/index.html〉（2017 年 9 月 15
日）
小野田奈穂（2013）．育児期女性の「個人とし
ての自分」と育児ストレスとの関連－理想
と現実のギャップからの検討－ 家族心理
学研究，27, 123-136.
白石小百合・白石 賢（2010）．ワーク・ライ
フ・バランスと女性の幸福度 大竹文雄・
白石小百合・筒井義朗（編著），日本の幸
福度（pp.237-261）．東京：日本評論社．
付記
本研究は，平成 23-25年度日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究 C，課題番号
23530878）の助成を受けた。なお，本研究の一
部は日本心理学会第 81回大会（2017）で発表
された。
乳幼児の父親・母親における子ども誕生後の生きがい感の変化 （１３５）
